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「
清

・
日
本

・
琉

球

冊

封

関
係

の
形

成
を

め

ぐ

っ
て
」

川

勝

守

は
じ
め
に

李
自
成

の
北
京
攻
略
、
崇
禎
帝
の
自
尽
、
明
滅
亡
に
始
ま
り
、
清
朝
と
呉
三
桂

の
交
渉
、
清

の
入
関
、
清
軍
の
北
京
攻
略
、
李
自
成
の
敗
走
、

清
の
北
京
遷
都
を
経
て
、
清
軍
の
南
下
、
南
京
弘
光
帝
攻
撃
、
唐
王
魯
王
等
南
明
と
の
抗
争

へ
と
推
移
し
た

一
六
四
四
、
五
年

(甲
申

・
乙
酉
)

の
事
態
を

「華
夷
変
態
」
と
よ
ん
だ

の
は
、
同
時
代

の
日
本
、
徳
川
幕
府
の
教
学
担
当
林
家
の
当
主
林
鷲
峰
恕
で
あ

っ
た
。
幕
府
は
甲
申

(明
の

崇
禎

一
七
年
、
清
の
順
治
元
年
、
日
本

の
正
保
元
年
)

に
始
ま
る
明
清
交
替
期
の
中
国
情
勢
の
激
変

に
関
し
て
、
長
崎

に
入
港
す
る
中
国
商
人
ら

か
ら
諸
情
報
を
鋭
意
努
力
し
て
収
集
し

(「唐
船
風
説
書
」
)、
こ
れ
を

『華
夷
変
態
』
と
名
付
け
て
編
集
し
た
。
す
な
わ
ち
、
延
宝
二
年

(清

の

康
煕
一
三

年
、

一
六
七
四
年
)
に
林
鷲
峰

の
序
に

「崇
禎
天
に
登
り
、
弘
光
虜
に
陥
ち
、
唐

(王
)
魯

(王
)
縷

に
南
隅
を
保
ち
、
而
し
て
韃
虜

中
原
に
横
行
す
。
是
れ
華

の
夷

の
態
に
変
ず
る
な
り
」
と
い
う
。
延
宝
二
年
は
清
の
入
関
、
北
京
遷
都
よ
り
三
十
年
目

に
当
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
点
で
も
日
本

の
幕
府
は
清
と
の
外
交
関
係
ど
こ
ろ
か
通
商
関
係
さ
え
も
持

っ
て
は
い
な
い
。
長
崎
に
入
港
し
た
唐
船
は
、
唐
王
魯
王
等
の
南
明
、

そ
の
後
継
の
台
湾
鄭
氏
政
権

(鄭
成
功

・
鄭
経
)
の
船

で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
延
宝
二
年

の
前
年
、
康
煕

一
二
年
十

一
月
に
は
呉
三
桂
ら
の
三
藩

の
乱
が
華
南
に
起
こ
り
、
翌
康
煕

一
三
年
延
宝
二
年
に
は
三
藩
側
に
有
利
に
展
開
し
て
い
た
。
清
朝
側
の
唐
船
が
長
崎

に
来
航
す
る
見
込
み
は
当

面
立
た
な
か

っ
た
。

　
　

ソ

い
っ
た

い
、
近
世
の
日
中
外
交
関
係
は
、
明
に
よ
る
日
本
国
王
冊
封
関
係
と
し
て
あ
り
、
田
中
健
夫
氏
の
い
う
国
王
通
交
の
時
代
で
あ

っ
た
。

　
　

　

し
か
し
、
明

の
嘉
靖
二
九
年
、
日
本
の
天
文

一
九
年

(
一
五
五
〇
)
の
遣
明
正
使
策
彦
周
良

の
帰
国
を
も

っ
て
日
明
関
係
は
断
絶
し
、
そ
の
後
豊

臣
秀
吉

の
対
明
戦
争
、
朝
鮮
出
兵
が
あ

っ
て
日
中
外
交
関
係
は
再
開
の
目
途
も
立
た
な
か

っ
た
。
秀
吉

の
侵
略
戦
争
は
朝
鮮
民
衆
の
民
族
的
抵
抗



に
遭

っ
て
頓
挫
し
、
秀
吉
の
死
に
よ
り
豊
臣
政
権
自
体
が
瓦
解
、
徳
川
政
権
の
登
場
と
な

っ
た
。
明
帝
国
に
し
て
も
万
暦
三
大
征
の
随

一
で
あ
り
、

そ
の
軍
費
調
達
の
た
め
の
増
税
、
付
加
税
は
人
民
の
怨
嵯
の
的
と
な
り
、
明
滅
亡

の
遠
因
と
な

っ
た
。
た
だ
し
、
当
面

は
明
の
軍
事
力
が
後
退
し

て
、
そ
れ
が
中
国
東
北
遼
東
、
満
州

へ
の
圧
力
低
下
と
な
り
、
建
州
女
直
ヌ
ル
ハ
チ
の
自
立
化
を
促
進
し
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
初
め
明
に
対
し
て
つ

と
め
て
恭
順
の
態
度
を
と
り
、

一
五
八
九
年
に
都
督
倉
事
、

つ
い
で
龍
虎
将
軍
の
官
称
を
授
与
さ
れ
た
。

一
五
九
三
年

に
ハ
ダ
、
イ

ェ
へ
、
ウ
ラ
、

ホ
イ
フ
ァ
等
の
連
合
軍
を
渾
河
畔

の
グ
レ
山
下
に
迎
え
て
大
勝
利
を
得
た
。
こ
れ
よ
り

ヌ
ル
ハ
チ
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
強
大

に
な
り
、

一
六
〇

一

年
に
は

ハ
ダ
、
〇
七
年
に
は
ホ
イ
フ
ァ
、
さ
ら
に

一
三
年
に
は
ウ
ラ
を
滅
ぼ
し
て
女
真
族
を
統

一
、

一
六
年

(明
万
暦

四
四
年
、
日
本

の
元
和
二

年
)
に
汗
の
位

に
つ
い
た

(清
太
祖
)
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
父
祖
を
明
に
殺
さ
れ
た
等
七
大
恨
を
宣
言
し
、

一
六

一
八
年
た
だ
ち
に
進
撃
し
て
明
の
撫

順
を
取
り
、
さ
ら
に
清
河
を
落
と
し
た
。
翌
年
明
が

一
〇
万

の
大
軍
で
来
攻
す
る
と
、
サ
ル
フ
山
に
迎
撃
繊
滅
し
た
。
さ
ら
に
明
の
開
原

.
鉄
嶺

を
取
り
、
イ

ェ
へ
を
滅
し
、
二

一
年
に
は
大
挙
し
て
遼
東
平
野
に
進
出
し
、
た
ち
ま
ち
遼
陽

・
藩
陽
を
陥
落
さ
せ
、
藩

陽
を
都
と
し
た

(清
の
奉

天
府
)
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
ま
も
な
く
病
没
し
、
子
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
汗
と
な

っ
た

(
一
六
二
八
年
)
。
翌
年
朝
鮮
王
仁
祖
を
降
伏
さ
せ
、
明
と
全
面
的

対
立
の
た
め
に
モ
ン
ゴ
ル
諸
部

に
出
兵
、
ア
オ

ハ
ン
、
ナ
イ
マ
ン
、

ハ
ル
ハ
な
ど
を
招
撫
し
、
チ
ン
ギ
ス

・
ハ
ン
の
嫡

流
で
あ
る
チ
ヤ

ハ
ル
部
の

リ
ン
ダ
ン

・
ハ
ン
を
敗
走
さ
せ
、
内
蒙
古
を
平
定
し
た

(
一
六
三
五
年
)
。
こ
の
時

「大
元
伝
国
」
の
玉
璽
を
手
に
入
れ
た
の
で
翌
年
三
六
年
、

国
号
を
大
清
と
し
て
皇
帝
に
即
位
し

(清
の
太
宗
)
、
年
号
を
崇
徳
と
し
た
。
こ
の
時
点

で
大
清
皇
帝
は
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
君
主
及
び
朝
鮮
王
と
君

臣
関
係
を
結
び
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
明
と
対
等
以
上

の
地
位
を
占
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
王
仁
祖
が
明
と
結
ん
で
清
に
抗
す
る
と
、
た
だ
ち

に
第
二
次
征
朝
鮮
軍
を
お
こ
し
、
親
征
し
て
朝
鮮
漢
城
を
陥
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
は
そ
の
ハ
ン
家
出
身
を
皇
后

に
迎
え
る
な
ど
親
密
の
度

を
示
し
、
同
盟
を
結
ん
だ
。
清
太
宗
は
明
の
攻
撃
に
長
城
に
殺
到
し
た
が
、
守
り
は
堅
く
、
四
三
年

に
宿
願
を
果
た
せ

ぬ
ま
ま
病
没
し
た
。
後
継

の
世
祖
順
治
帝
が
第
三
代
汗
と
な
り
、
翌
年
甲
申
は
明
清
交
替
の
激
動

の
歳
と
な

っ
た
。

北
京

遷
都
を
果
た
し
た
順
治
帝

の
政
治
課
題
は
、
第

一
に
清
の
統

一
で
あ
り
、
第
二
に
は
東
ア
ジ
ア
各
国

の
宗
主
国
と
し
て
各
国
と
冊
封
関
係

ド
ヨ

　

を

結

ぶ

こ

と

で
あ

っ
た

。
朝

鮮

・
モ

ン
ゴ

ル
と

は
完

了

し

て

い
た

。
残

る

は

日
本

・
琉

球

で
あ

る

。

一
、
清

・
日
本
冊
封
関
係
の
模
索
…
韃
靼

漂
流
問
題

奇
し
く
も
甲
申

の
歳
、

一
六
四
四
年

(日
本

の
寛
永
二

一
年
)
四
月

一
日
、
越
前
国
三
國
浦
新
保
村
の
竹
内
藤
左
衛
門
、
そ
の
子
籐
蔵
、
国
田



兵
右
衛
門
た
ち
は
蝦
夷
貿
易
の
た
め
に
三
國
浦
か
ら
船
出
し
て
東
北

へ
向
か

い
、
そ
の
途
中
大
風
に
遭

っ
て
日
本
海
の
只
中
を
漂
流
し
、

い
わ
ゆ

る
韃
靼

国
に
漂
流
し
、

一
行
五
八
名
中
生
命
を
全
う
し
た

一
五
名
が
中
国
東
北
奉
天
府
藩
陽
を
経

て
北
京
に
至
り
、
留
ま
る
こ
と

一
年
の
後
に
、

朝
鮮

・
対
馬
を
送
ら
れ
て
帰
国
し
た
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
。
既
に
日
本
は
鎖
国
時
代
、

一
行

の
中
、
国
田
兵
右
衛
門
と
宇
野
与
三
郎
は
漂
流
前

後
の
顛
末
及
び
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を
尋
問
さ
れ
た
。
こ
れ
の
筆
録
が

『
韃
靼
漂
流
記
』
な
ど
と
呼
ば
れ
る

一
書
で
、
園

田

一
亀
氏
に
詳
細
な
研
究

　
る

　

が
あ
る
。

一
書
中
、
北
京
滞
在
を
語
る
叙
述
に
は
、

大
明
の
北
京

に
て
奉
行
所

へ
被
召
寄
、
夫
よ
り
家
を
御
渡
し
候
。
内
作
事
の
義
我
等
共
望
の
如
く
可
仰
被
下
候
人
足
三
人
御
渡
に
て
、
日
本

の
人
壱
人
前

一
日
に
白
米
二
三
升
宛
、
ぶ
た

一
人
に
付
秤
目

一
斤
、
麦
粉

・
そ
ば
粉

・
茶

・
酒

・
し
ろ
き
大
な
る
鳥

二
羽
、
此
の
鳥
は
日
本
に

て
鵡
と
申
候
由

に
候
、
薪
は
焼
次
第
、
肴
野
菜
味
噌
塩
米

一
日
宛
御
渡
被
成
候
。
着
類
絹
布
夜
着
布
団
木
綿
帽
子
肌
袴
足
の
装
束
迄
も
被
下
候
。

と
、
北
京
滞
在
中
の
待
遇
が
甚
だ
良
好
で
あ

っ
た
と

い
う
。
な
お
こ
こ
で
清
か
ら
帰
国
し
た
漂
流
民
達
が
大
明

の
北
京

と
言

っ
て
い
る
の
は
注
目

　
ら

　

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
下
文

に
は

明

る
酉
の
年
五
月
我
等
共
談
合
仕
候
は
、
何
程
御
馳
走
に
被
成
候
て
も
、
日
本

へ
帰
度
候
間
、
た
と

へ
被
殺
候
共

、
日
本

へ
参
度
よ
し
訴
訟

可
仕
と
存
立
、
五
月
五
日
大
明
の
礼
日
に
て
御
座
候
を
心
掛
、
奉
行
所

へ
訴
訟
申
候

へ
ば
、
日
本

へ
御
帰
可
被
成
よ
し
を
被
仰
聞
候
、
其
時
分

は
詞
も
大
か
た
聞
知
申
候
。
我
等
共
申
候
事
も
御
聞
し
ら
れ
右
の
通
に
て
致
満
足
候
。
同
年
霜
月
迄
待
申
候
所
に
同
五
日
に
被
召
出
、
羊
の
皮

の
着
物
、
拉
下
着
肌
袴
、
帽
子
路
皮
沓
皆

々
被
下
候
て
、
同
十
日
頃
に
日
本

へ
御
帰
し
可
被
成
と
御
申
候
、
其
如
く
十
日
め
に
羊

の
肴
二
十
疋
、

酒
肴

沢
山
に
被
下
、
同
十

一
日
に
馬
十
五
疋
率
い
、
侍
と
覚
し
き
人
迎
に
参
候
。
十
五
人
を
馬
に
乗
せ
、
奉
行
所
に
召
連
参
候
。

と
、
甲
酉

・
順
治
二
年
五
月
五
日
、
端
午
節
句
に
当
り
、
清
国
入
役
人
に
待
遇
に
つ
い
て
は
感
謝
し
つ
つ
も
、
な
ん
と

か
日
本
に
帰
国
す
る
方
法

は
な
い
も
の
か
と
嘆
願
し
た
。
清
側
は
こ
れ
を
認
め
、
し
ば
ら
く
待
て
と
善
処
を
約
束
し
た
。
約
束
が
果
た
さ
れ
た
の
は
六
カ
月
後
、
同
年
十

一

月
五
日

で
あ

っ
た
。
羊
皮
の
衣
類
そ
の
他
冬
季
旅
行
に
必
要
な
も
の

一
揃

い
支
給
さ
れ
、
十
日
に
は
羊

の
肴
、
酒
肴
沢
山
が
与
え
ら
れ
た
。
十

一

日
い
よ

い
よ
出
発
、
十
五
疋
の
馬
に
乗

っ
た
。
北
京
を
出
発
す
る

一
行
は
、

五

つ
爪
の
龍
の
紋
付
た
る
大
旗
二
本
、
白
小
旗
八
本
、
赤
き
小
旗
四
本
、
笠
鉾
三
本
、
棒
十
二
本
、
諸
事
唐
の
馳
走
札
為
持
人
百
人
斗
添
、

朝
鮮

の
境
迄
送
り
被
成
候
。
賄
は
所
々
に
て
後
座
候
。
総
じ
て
珍
敷
が
り
、
所
々
よ
り
見
物

に
出
申
候
人
多
見

へ
申
候
。
朝
鮮
の
境
迄
は
十
二

月
九

日
参
着
申
候
。
夫
よ
り
朝
鮮

の
者
共
請
取
り
二
百
人
斗
、
扱
又
大
明
よ
り
送
り
人
の
中
十
人
差
添
て
、
朝
鮮
の
都

へ
着
申
候
、
同
二
十
八



日
に
御
座
候
。
朝
鮮
に
て
の
御
馳
走

い
ろ
い
ろ
様
々
に
て
、
難
申
述
候
、
夜
は
夜
着
布
団
紬
の
着
物
帯

一
筋
つ

つ
、
枕
木
綿
あ
は
せ
木
綿
三
反

宛
、
墨
三
挺
、
筆
五
本
、
紙
五
貼
つ

つ
被
下
候
。
其
年
は
朝
せ
ん
に
て
年
を
と
り
申
候
。
明
く
る
戌
年
正
月
七
日
に
都
を
出
候
而
、
十
日
路
ほ

ど
参
候

へ
ば
、
シ
ン
サ
ツ
と
申
す
処
に
て
、
大
名
御
振
廻
被
下
候
、
紙
五
貼
つ

つ
、
た
ば
こ
五
斤
つ
つ
被
下
候
。
其
所
を
出
、
同
二
十
八
日
に

た
う
ね
ん
き

(東
莱
)
と
申
処
着
申
候
。
其
所
の
地
頭
も
大
名
に
て
、
御
振
廻
被
下
候
、
紙
二
貼
つ
つ
、
串
柿
十
五
連
、
米
五
俵
、
干
鱈
二
百

、
酒
肴
味
噌
塩
被
下
候
。
夫
よ
り
宗
対
馬
守
殿
御
侍
衆
、
古
川
伊
右
衛
門
殿
に
掛
御
目
候
に
付
、
其
嬉
し
さ
身
も
世
も
あ
ら
れ
不
申
候
。
韃
靼

鞄
大
明
の
物
語
を
御
聞
候

て
、
対
馬
守
殿
御
家
老
衆

へ
御
状
被
差
添
候
。

と
あ
り
、
大
清
皇
帝
の
龍
旗
二
本
の
他
、
十
数
本
の
大
小
の
旗
や
笠

・
鉾

・
棒
な
ど
を
押
し
立
て
、
百
名
の
護
衛
が

つ
く
大
名
行
列
で
帰
還
す
る

の
で
あ

っ
た
。
北
京
か
ら
朝
鮮
境

へ
進
み
、
そ
こ
で
朝
鮮
王
の
役
人
が
出
迎
え
て
二
百
名
ば
か
り

の
護
衛
が
加
わ
り
、
北
京
か
ら
来
た
護
衛
中

の

十
名
共

々
に
出
発
南
行
し
、
十
二
月
二
十
八
日
朝
鮮
国
都
漢
城
に
着

い
た
。
こ
こ
で
も

一
行
は
大
変
優
遇
さ
れ
て
越
年
し
、
明
け
て
正
月
七
日
に

出
発
、
同
月
二
十
八
日
に
東
莱
に
着

い
た
。
そ
こ
で
宗
対
馬
守
の
家
臣
古
川
伊
右
衛
門
と

い
う
人
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

こ
の
古
川
氏
か
ら
対
馬
藩

家
老

へ
の
添
え
状
を
も
ら
い
、
船
に
乗

っ
て
対
馬
府
中
に
着
き
、
宗
家

の
接
待
を
受
け
て
帰
国
し
た
。
こ
れ
が
　
鞄
漂
流
記
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

以
上

の
事
件
か
ら
差
当
り
二
点
に
注
目
し
た

い
。
ま
ず
そ
の

一
は
、

一
行
が
日
本
か
ら
の
漂
流
民
と
判
明
し
て
以
後
、
清
は
こ
れ
を
厚
遇
し
、

そ
の
帰
国
を
極
め
て
丁
重

に
扱

っ
た
点
、
そ
の
二
に
帰
国
ル
ー
ト
が
清
と
朝
鮮
、
朝
鮮
と
日
本
と
い
う
二
種

の
二
国
間
外
交
関
係

に
拠

っ
た
も

の

で
あ
る
点

で
あ
る
。
後
者

の
点
か
ら
詳
述
し
よ
う
。
清
と
朝
鮮
の
問
に
は
冊
封
が
あ

っ
た
。
大
清
皇
帝
が
差
し
向
け
た
漂
流
民
送
還
の
行
列
を
朝

鮮
王
は
受
け
継
ぐ
義
務
が
あ

っ
た
。
国
境
で
朝
鮮
が
わ
が

つ
け
た
護
衛
が
清
の
そ
れ
の
二
培
の
二
百
人
だ
と

い
う

の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
朝
鮮
と

日
本
と

に
は
冊
封
関
係
は
な

い
。
既
に

一
五
世
紀
初
頭
の
室
町
時
代
以
来
、
日
本
か
ら
朝
鮮
に
渡

っ
た
使
者
や
商
人

の
施
設
と
し
て
倭
館
が
あ
り
、

半
島
南
端

の
釜
山
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
秀
吉

の
朝
鮮
出
兵
で
そ
の
伝
統
は
中
断
し
た
。
徳
川
幕
府
は
、
「善
隣
友
好
」
に
努
力
し
、

そ
の
結

果
朝
鮮
通
信
使
が
慶
長

一
二
年

(
一
六
〇
七
)
よ
り
来
日
し
、
倭
館
も
ま
た
絶
影
島

(
一
六
〇

一
年
)
、
豆
毛
浦

(
一
六
〇
七
年
)
と
再

　
　

　

開
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
倭
館
は
移
転
を
繰
り
返
し
、
草
梁
に
新
倭
館
が
落
成
し
た
の
は
延
宝
六
年

(
一
六
七
八
)
に
降

る
こ
と
か
ら
み
て
、

一
六

四
五
年

の
時
点
で
の
日
本
人
漂
流
民
の
朝
鮮
国
都
等

で
の
厚
遇
は
何
か
の
理
由
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
つ
け
て
も
朝
鮮
と
対
馬

の
特
別
な
関
係
が
窺
え
る
。
宗
家

の
臣
古
川
氏
は
偶

々
半
島
南
端

の
東
棊
に
来
、
漂
流
民
の
送
還
に
出
会

っ
て
対
馬
藩
家
老

へ
添
え
状
を
書

い
た

と

い
う

が
、
対
馬
の
人
に
限

っ
て
は
朝
鮮

へ
の
渡
航
と
通
交
が
容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
鎖
国
下
海
外

へ
出
た
日
本
人

の
帰



国
は
厳

し
く
、
対
馬
藩
以
外
の
人
が
朝
鮮
か
ら
対
馬

へ
渡
る
の
も
規
制
さ
れ
た
こ
と
も
判
る
。
対
馬
に
も
鎖
国
令
が
及

ぶ
。

園
田

一
亀
氏
は
、
漂
流
民
と
は
申
せ
、
無
享
の
他
国
人
を
四
十
余
人
も
殺
害
せ
る
以
上
、
国
際
問
題
と
し
て
清
廷
の
責
任
は
免
れ
難

い
。
…
…

日
本
側

よ
り
ど
の
よ
う
な
難
題
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
や
も
測
ら
れ
ぬ
。
満
州
軍
は
や

っ
と
入
関
し
た
ば
か
り
で
、
中
原
統

一
の
大
業
未
完
成

の
秋

で
あ
り
最
も
警
戒
を
要
す
る
の
時
期
な
る
に
鑑
み
、
暫
時
彼
等
の
帰
国
を
延
期
せ
し
め
、
心
に
も
な
き
優
遇
を
与

へ
、
江
南
平
定
ま
で

一
年
余
り

留
置
し

た
の
で
は
な

い
か
、
と
し
な
が
ら
も
、
之
は
吾
等

の
余
り
に
立
入

っ
た
想
像

で
あ

っ
て
事
実
は
そ
の
正
反
対
で
あ

っ
た
ろ
う
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、
当
年
満
州
軍
は
興
国
龍
興
の
際
と
て
旭
日
昇
天
の
勢

い
有
り
、
恐
ら
く
日
本
な
ど
は
眼
中
に
な
か

っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
で
之
は
人

情
味
豊

か
な
容
親
王

(ド
ル
ゴ
ン
)
が
そ
の
や
う
な
利
己
的
の
見
地
か
ら
留
置
せ
る
も
の
で
な
く
、
真
実
漂
流
人
の
不
幸
、
殊

に
彼
等
の
同
僚
四

十
余
人

の
遭
難
事
件
に
対
し
て
特
別
に
同
情
し
、
其
中
機
会
を
見
て
帰
国
せ
し
む
る
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
相
当

の
待
遇
を
与

へ
留
置
せ
し
め
た
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
当
時
は
国
内
統

一
戦

の
最
中
で
彼
等
を
送
還
す
る
余
裕
も
な
く
、

一
年
を
経
過
し
た
と

い
う
。
そ
れ
が
順
治
二
年

十

一
月

に
至
り
、
朝
鮮
国
王
の
次
子
李
漫
を
世
子
に
封
ず
る
た
め
に
、
大
学
士
祁
充
格
等
を
勅
使
と
し
て
朝
鮮

に
派
遣
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、

　
　

ソ

漂
流
人
等
を
同
行
帰
国
せ
し
め
た
も
の
と
観
察
す
る
が
最
も
妥
当

の
見
解
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
こ
の
最
後

の
く
だ
り

は
あ
る
い
は
そ
の
通
り
で

あ
ろ
う

。
し
か
し
、
問
題
は
残
る
し
、
新
た
な
問
題
も
出
て
く
る
。
漂
流
人
達
は
自
分
達
の
送
還
の
た
め
に
護
衛
が
付

い
た
と
思

っ
て
い
る
。
な

ぜ
別
目
的
に
便
乗
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
気
付
か
な
か

っ
た
か
。
勅
使

一
行
は
、
清
と
朝
鮮
と
の
外
交
関
係
を
日
本
人
に
秘
密
に
し
た
か

っ
た
か
も

し
れ
な

い
。
色
々
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
『
韃
靼
漂
流
記
』
の
キ
ウ
ア
ン
ス

(九
王
子
)
即
ち
摂
政
王
容
親
王
ド
ル
ゴ
ン
に
つ
い
て
の
叙
述
中

に
、

キ
ウ
ア
ン
ス
は
王

の
叔
父
に
て
御
座
候
。
年
三
十
四
五
に
見

へ
申
候
。
細
く
痩
た
る
人
に
て
御
座
候
。
此
人
第

一
の
臣
下
に
て
、
上
下
共
に

お
そ
る
る
事
歴
々
の
衆
も
、
直
々
物
申
事
成
不
申
候
由
に
御
座
候
。
町
を
御
通
り
の
節
見
申
候
。
町
人
其
外
も
頭
を
地
に
つ
け
罷
在
候
。
日
本

の
者
共
は
不
便
に
思
召
候
由
に
て
、
御
前
ち
か
く
度

々
被
召
出
、
御
懇
に
被
仰
候
。

と
あ
り

、
ま
た
、
「御
法
度
万
事

の
作
法
」
中
に
も
、

但

日
本
の
人
を
殺
候
処
は
、
遠
国
故
御
法
度
も
聞
請
不
申
候
。
御
穿
竪
之
様
子
、
左
様
に
相
見

へ
、
殊

の
外
御
立
腹

の
体
に
相
見

へ
申
候
。

と
あ

っ
て
、
先
の
園
田
氏
の
見
解
が
か
な
り
妥
当
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
容
親
王
ド
ル
ゴ
ン
が
漂
流
民
に
同
情
し
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
加

え
て
、

漂
流
民
を
取
り
扱

っ
た
清
朝
官
人
に
つ
い
て
同
書
は
、



一
、
御
奉
行
衆
、
日
本

の
者
共
に
、
ま
ね
と
言
葉
に
て
御
申
候
は
、
日
本
人
は
義
理
も
か
た
く
、
武
辺
も
強
く
、
慈
悲
も
有
之
よ
し
伝
聞
候
。

韃
靼

国
も
似
候
よ
し
に
被
仰
候
。
夫
ゆ

へ
日
本
人
を
御
馳
走
被
成
と
の
御
申
様

に
て
候
。

清
朝
官
人
が
日
本
人
漂
流
民
に
ま
ね
と
言
葉
で
伝
え
る
に
は
、
日
本
人
は
義
理
が
た
く
、
武
辺
も
強
く
、
慈
悲

の
心
も
あ
る

(仏
教
信
仰
が
厚

い
)
と

い
う
。
清
人

・
韃
靼
国
人
も
よ
く
似
て
い
る
。
だ
か
ら
清
朝
官
人
は
日
本
人
漂
流
民
を
親
近
感
を
持

っ
て
厚
遇

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
漂
流
人
の
証
言
か
ら
園
田

一
亀
氏
の
見
解
の
正
し
さ
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
園
田
氏
に
付
け
加
え
る
べ
き
重
要
な

一
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『世
祖
章
皇
帝
実
録
』
巻
二
十

一
、
順
治
二
年
十

一
月
己
酉
朔

に
は
、

諭
朝
鮮
国
王
李
徐
日
、
今
中
外

一
統
、
四
海
為
家
、
各
国
人
民
、
皆
朕
赤
子
、
務
令
得
所
、
以
広
同
仁
。
前
有
日
本
国
民
人

一
十
三
名
、
乏

舟
海
中
、
瓢
泊
至
此
。
已
勅
所
司
、
周
給
衣
糧
。
但
念
其
父
母
妻
子
、
遠
隔
天
涯
、
深
用
欄
側
。
弦
命
随
使
臣
前
往
朝
鮮
、
至
日
、
爾
可
備

船
隻
、
転
送
還
郷
、
傍
移
文
宣
示
、
傳
該
国
君
民
、
共
知
朕
意
。

　さ

　

日
本
人
漂
流
民

一
行

一
三
名
が
北
京
を
出
発
す
る
五
日
前
、
順
治
二
年
十

一
月

一
日
に
世
祖
順
治
帝
は
朝
鮮
王
仁
祖

に
上
諭
を
下
し
て
い
う
。

今
清
に
よ
り
中
外
統

一
、
四
海
は

一
家
と
な
り
、
各
国
人
民
は
清
皇
帝
の
赤
子
、
各
が
所
を
得
る
よ
う
に
務
め
、
以

っ
て
天
子
の

一
視
同
仁
を
広

く
す
る
。
さ
き
に
日
本
国
の
民
一
三

名
、
船
が
漂
流
し
て
清
に
着

い
た
。
す
で
に
役
所
に
衣
糧
を
給
す
る
よ
う
に
指
示

し
た
。
と
こ
ろ
が
漂
流
人

達
が
故
郷
に
残
し
た
父
母
妻
子
を
念
う
の
で
、
こ
れ
を
憐
れ
に
思
う
。
そ
こ
で
特
命
に
て
使
臣
を
朝
鮮
に
往
か
せ
、
船
隻
を
備
え
て
日
本

へ
帰
還

さ
せ
る
こ
と
を
図
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
日
本
国
の
君
民
に
朕
清
朝
皇
帝
の
意
を
知
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

日
本
は
未
だ
清
皇
帝
の
徳

を
慕

っ
て
使
臣
を
遣
わ
し
て
来
な
い
。
清
の
冊
封
を
受
け
て
い
な
い
。
漂
流
民

の
送
還
に
朝
鮮
王
を

一
枚
絡
ま
せ
た
の
は
、
朝
鮮
を
仲
立
ち
と
し

て
日
本

が
清
の
冊
封
を
受
け
る
手
引
き
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

　

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
そ
も
そ
も
清
を
承
認
し
て
い
な

い
。
こ
れ
を
　
範

・
　
虜
と
呼
び
、
先
に
指
摘
し
た
ご
と

く
、
帰
還
し
た
漂
流
民
を

し
て

「大
明
の
北
京
」
と
呼
ば
せ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
明
と
清
の
二
つ
の
中
国
、
し
か
も
明
を
承
認
し
て
い
る
日
本
で
あ

っ
た
。

順
治

二
年
三
、
四
月
揚
州

・
嘉
定

の
江
南
諸
都
市
が
数
か
月

の
籠
城
戦

の
末

に
陥
落
し
、
住
民
数
万
が
皆
殺
し
に
遭

う
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
.

　
り

　

南
明

の
唐
王
ら
が
救
援
を
求
め
て
、
日
本

・
琉
球

・
南
海
諸
国
か
ら

ロ
ー
マ
教
皇
ま
で
使
節
を
派
遣
し
た
。
日
本
に

つ
い
て
は

「
日
本
乞
師
」
と

し
て
知

ら
れ
る
。

一
時
は
九
州
薩
摩

の
島
津
氏
や
徳
川
幕
府
ま
で
も
が
出
兵
を
具
体
的
に
考
え
た
様
で
あ
る
。
漂
流
民

の
人
々
に
つ
い
て
朝
鮮
か

ら
対
馬
宗
氏

へ
、
あ
る
い
は
朝
鮮
通
信
使
を
通
じ
て
直
接
幕
府

へ
、
清
朝
か
ら
い
か
な
る
申
し
出
が
な
さ
れ
た
か
、
史
料
が
見
当
ら
な
い
以
上
何



と
も
考
え
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
も
確
か
な
こ
と
は
近
世
を
通
じ
て
日
本
が
清

の
冊
封
を
受
け
、
正
式
外
交
関
係
を
持

つ
意
志
の
な
か

っ
た
点

で

あ
る
。
清
と
日
本
と
の
冊
封
関
係
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
清
と
琉
球
と
の
関
係
で
あ
る
。

二
、
明
清
交
替
と
琉
球
…
中
国
史
料

『清
実
録
』

に
つ
い
て

一
六
世
紀

の
半
ば
、
日
本
天
文

一
九
年
、
中
国
嘉
靖
二
九
年
、
西
暦

一
五
五
〇
年

の
時
点
で
日
明
通
交
関
係
は
終
焉

し
た
が
、
琉
球
の
明
と
の

関
係
は
継
続
し
て
い
た
。

一
六
四
四
年
、
明
が
滅
ぶ
と
、
琉
球
は
南
明
唐
王
の
乞
師

に
応
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
清
朝

は
順
治
四
年
六
月
丁
丑
八

日
の

『世
祖
実
録
』
巻
三
十
二
に
、

初
琉
球

・
安
南

・
呂
宋
三
国
、
各
遣
使
於
明
季
進
貢
、
留
閾
未
還
。
大
兵
平
?

、
執
送
京
師
。
命
賜
三
国
貢
使
李
光
耀
等
衣
帽
椴
布
、
伍
各

給
勅
諭
、
遣
赴
本
国
、
招
諭
国
王
。
諭
琉
球
国
王
勅
日
、
朕
撫
定
中
原
、
視
天
下
為

一
家
。
念
爾
琉
球
、
自
古
以
来
、
世
世
臣
事
中
国
、
遣

使
朝
貢
、
業
有
往
例
。
今
故
遣
人
勅
諭
爾
国
、
若
能
順
天
循
理
、
可
将
故
明
所
給
封
詰
印
勅
、
遣
使
齎
送
来
京
。
朕
亦
照
旧
封
錫
。
諭
安
南

・
呂
宋
二
国
文
同
。

と
あ

っ
て
、
琉
球

・
安
南

・
呂
宋
三
国

の
朝
貢
使
者
は
明
末
以
来
、
福
建

・
福
州
に
留

っ
て
い
た
が
、
清
に
抑
留
さ
れ
、
北
京

へ
送
ら
れ
た
。
清

朝
は
こ
れ
ら
に
衣
服

・
帽
子

・
椴
布
を
賜
る

一
方
、
各
国
国
王
に
対
し
清

へ
の
遣
使
朝
貢
を
促
す

の
で
あ

っ
た
。
琉
球
国
は
そ
の
三
国
の
筆
頭
に

指
摘
さ

れ
、
古
よ
り
世
世
中
国
に
臣
事
し
、
遣
使
朝
貢
し
て
き
た
と

い
う
先
例
が
清
か
ら
言
わ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
な
お
、
右
史
料
に
見
え
る

「大
兵
平
?

」
と
は
、
順
治
四
年
五
月

の
唐
王
朱
車
釧

の
檎
斬
を
指
し
、
こ
こ
に
南
明
の
有
力
な

一
角
が
倒
さ
れ
た
こ
と
を

い
う
。

以
上

の
如
く
清
極
初
の
清

・
琉
球
冊
封
関
係
は
清
側
か
ら
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
後
数
年

の
問
琉
球
は
何

の
動
き
も
み
せ
な
い
。
実

は
琉
球
は
南
明

・
鄭
氏
政
権
、
ま
た
日
本

・
薩
摩
と

の
関
係
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
た
。
も

っ
と
も
薩
摩
の
琉
球
入
り

(
一
六
〇
九
年
)
よ
り

四
十
年
以
上
経
過
し
、
薩
摩

の
武
力
支
配
が
定
着
し
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
薩
摩

の
琉
球
支
配
は
進
貢
貿
易

の
利
益
を
横
取
り
す
る
こ
と
を

狙

っ
た
と
し
て
も
、
琉
球

の
清

へ
の
朝
貢
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な

い
。
薩
摩
の
琉
球
支
配
と
清

・
琉
球
冊
封
関
係
と
は
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
清

・
順
治
初
年
に
琉
球
が
清
の
冊
封
を
受
け
る
こ
と
に
何
の
利
益
も
な

い
か
ら
、
清

・
琉
球
冊
封
関
係
の
形
成

が
遅
れ
た
と
い
う
方
が
正

確
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
事
態
に
は
も
う

一
つ
の
裏
が
あ
り
、
琉
球
国
は
薩
摩
支
配
に
抵
抗
す
る
た
め
に
は
中
国

・
清
と
の
関
係
を
正



常
化
す

る
必
要
が
あ

っ
た
。
数
年
後
に
そ
の
転
機
が
来
る
。
『世
祖
実
録
』
巻
六
十
、
順
治
八
年
九
月
壬
午
八
日
に
、

賜
琉
球
国
王
勅
諭
日
、
爾
国
恪
承
天
命
、
奉
表
投
誠
。
朕
甚
嘉
焉
。
奉
内
有
云
、
献
環
梢
寛
於
来
頑
、
以
故
館
留

周
国
盛
等
三
人
在
京
。
随

於
七
年
五
月
、
遣
梁
庭
漢
等
十
九
人
、
回
諭
爾
国
、
迄
今
故
明
勅
印
未
緻
併
去
使
亦
無
消
息
。
意
者
海
道
迂
遠
、
風
涛
険
阻
、
抑
有
別
故
、

未
達
爾
国
耶
。
来
使
留
京
日
久
。
朕
甚
欄
念
、
今
賞
賜
表
裏
銀
両
遣
帰
、
沿
途
給
与
口
糧
、
並
増
駕
船
夫
役
、
楷
通
官
謝
必
振
、
回
報
爾
国
、

聴
爾
国
便
宜
復
命
、
用
示
朕
懐
柔
至
意
。
特
諭
。

順
治

八
年

(
一
六
五

一
)
九
月
八
日
、
清
は
再
度
琉
球
国
王
に
勅
諭
を
与
え
、
琉
球
が
天
命
を
承
け
清
に
上
表
投
誠

し
た
点
は
嘉
賞
す
る
が
、

前
年
七
年
五
月
に
梁
庭
漢
等
十
九
名
を
派
遣
し
、
前
王
朝
明
が
琉
球
王
に
与
え
た
印
章
を
回
収
さ
せ
た
。
し
か
し
、
使
者
の
消
息
は
知
れ
な
い
。

あ
る
い
は
海
道
迂
遠
、
風
涛
険
阻
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
先
に
順
治
四
年
福
建
か
ら
北
京
に
召
喚
し
た
明
季
朝
貢
使
者
も
滞
在
が
長
く
、
甚
だ

閥
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
銀
両
と
口
糧
を
支
給
し
て
帰
国
さ
せ
よ
う
。
か
よ
う
な
琉
球
国
に
対
す
る
恩
恵
的
処
置
は
朕
清
皇
帝

の
爾

国
を
懐

柔
せ
ん
と
す
る
至
意
を
示
す
、
と
諭
す

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
史
料
か
ら
、
順
治
八
年
九
月
で
も
琉
球

の
清

へ
の
朝
貢
は
実
現
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
琉
球

・
久
米
村
に
多
数

の
清
の
使
者
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
『世
祖
実
録
』
巻
七
十
六
、
順
治
十
年
閏
六
月
壬
午

(十
九
日
)
に
は
、

琉

球
国
中
山
王
世
子
尚
質
、
遣
使
表
貢
方
物
、
兼
緻
故
明
勅
印
。

と
あ
り
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
質
は
、
遣
使
朝
貢
し
、
兼
ね
て
故
明
の
勅
命
印
章
を
清

へ
献
上
し
て
来
た
。
二
年
前

順
治
八
年
九
月
八
日
の
特

諭

の
返
答
で
あ
る
。
こ
こ
に
琉
球
は
清
に
対
す
る
従
来
の
態
度
を
変
更
す
る
が
、
そ
の
因
は
琉
球
を
取
り
巻
く
環
東
シ
ナ
海
の
情
勢

の
変
化
で
あ

っ
た
。
丁
度
二
か
月
前
の
順
治
十
年
五
月
壬
午
十
七
日
に
鄭
成
功

・
鄭
鴻
逡

・
黄
徴
明

・
李
徳

・
周
際
武

・
陳
福

.
李

春
等
東
南
沿
海
に
覇
を
唱

え
た
反
清
勢
力
が

一
斉
に
清
に
帰
順
し
、
清
朝
か
ら
衣
服

・
鮭
帽

・
銀
両
が
賞
賜
さ
れ
る
と
い
う
事
態
で
あ

っ
た

(
『世
祖
実
録
』
巻
七
十
五
)。

琉
球
は
反
清
は
お
ろ
か
、
中
立

の
姿
勢
も
取
り
難
か

っ
た
。

し
か

し
、
翌
年
十

一
年
四
月
十
七
日
に
は
鄭
成
功
等
の
投
誠
帰
順
は
虚
偽
で
あ

っ
た
と
す
る
報
告

(『世
祖
実
録
』

巻
八
十
三
、
順
治
十

一
年

四
月
丙
子
)
も
あ
り
、
情
勢
は
流
動
的
で
あ

っ
た
。
翌
日
、
順
治
十

一
年
四
月
丁
丑
の

『世
祖
実
録
』

の
記
事
に
は
、

賜
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
質
及
其
妃
、
癖
椴

・
練
椴

・
閃
椴

・
織
錦

・
紗
羅
等
物
。
来
使
馬
宗
毅

.
票
酢
隆
等
、
椴
疋
銀
両
等
物
有
差
。

　
ロ

　

と
み
え

、
清
朝
か
ら
琉
球
国
中
山
王
世
子
に
蟻
衣

(四
爪
の
龍
を
画

い
た
服
)
以
下
各
種

の
鍛
疋
、
同
妃
に
そ
れ
に
準
ず
る
織
物
、
さ
ら
に
来
使



馬
宗
毅

等
に
も
椴
疋

・
銀
両
が
下
賜
さ
れ
た
。
次
に
同
年
六
月
甲
申
二
十
六
日

(
『世
祖
実
録
』
巻
八
十
四
)
に
は
、

宴
琉
球
国
王
舅
馬
宗
毅
等
於
礼
部
。

と
あ
り
、
琉
球
か
ら
の
貢
使
者
琉
球
王
舅

の
馬
宗
毅
に
対
し
て
礼
部
で
宴
会
を
行
な

っ
た
と

い
う
。
更
に
、
翌
月
七

月
戊
子
朔

に
は

(『世
祖
実

録
』
巻

八
十
五
)、

遣
兵
科
副
理
事
官
張
学
礼
、
行
人
司
行
人
王
壊
、
齎
勅
印
、
封
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
質
、
為
中
山
王
。
賜
之
詔
日
、
帝
王
砥
徳
底
治
、
協

子
上
下
、
霊
承
干
天
、
時
則
薄
海
通
道
、
岡
不
率
傳
、
為
藩
屏
臣
。
朕
愁
績
鴻
緒
、
奄
有
中
夏
、
声
教
所
繧
、
無

間
遽
遍
。
錐
炎
方
荒
略
、

亦
不
忍
遺
。
故
遣
使
招
棟
、
欲
偉
仁
風
聾
干
海
溝
。
爾
琉
球
国
越
在
南
微
、
世
子
尚
質
、
達
時
識
勢
、
砥
奉
明
論

、
即
令
王
舅
馬
宗
毅
等
、

献
方
物
、
稟
正
朔
、
拝
誠
進
表
、
緻
上
旧
詔
勅
印
。
朕
甚
嘉
之
。
故
特
遣
正
使
兵
科
副
理
事
官
張
学
礼
、
副
使
行

人
司
行
人
王
核
、
齎
捧
詔

印
、
往
封
爾
為
琉
球
国
中
山
王
、
伍
錫
以
文
幣
等
物
。
爾
国
官
僚
、
及
爾
眠
庶
、
尚
其
輔
乃
王
、
筋
乃
侯
度
、
協

櫨
乃
蓋
、
守
乃
忠
誠
、
慎

人
厭
職
以
凝
休
祉
、
綿
干
変
世
。
故
遊
詔
示
、
成
使
聞
知
。
賜
尚
質
、
蟻
色
鍛
十
五
、
片
金
二
、
紬

・
紗

・
羅

十
二
。
妃
、
粧
閃
色
椴
十
、

片
金
二
、
紗

・
羅
八
。

い
よ

い
よ
、
清
王
朝
に
よ
る
琉
球
国
の
冊
封
儀
礼

の
開
始

で
あ
る
。
箇
条
書
に
し
よ
う
。

1冊
封
正
使
に
兵
科
副
理
事
官
張
学
礼
、
同
副
使
に
行
人
司
行
人
王
核
を
任
じ
、
琉
球
国
に
派
遣
す
る
。

2冊
封
正
使

・
副
使
は
清
皇
帝

・
天
子
の
勅
書

(冊
書
)
及
び
冊
封
印
を
齎

っ
て
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
質
を
封

じ
て
中
山
王
と
為
す
。

3中
山
王
に
清
朝
皇
帝

・
天
子
の
詔
を
賜
る
。

4中
山

王
に
外
国
君
主
に
賜
る
燐
色

の
椴
疋

・
片
金

・
紬

・
紗

・
羅
等
絹
織
物
と
銀
幣
、
同
妃
に
色
鍛

・
片
金

・
紗

・
羅
等
を
賜
る
。

清

の
冊
封
を
受
け
た
琉
球
国
王
の
称
号
は
中
山
王
で
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
耶
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
の
称
が
倭

王

(親
魏
倭
王
)
で
あ
る

の
と
共

通
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
清
と
琉
球
と
の
冊
封
関
係
は
依
然
と
し
て
進
展
を
み
せ
な

い
。
東
南
沿
海
の
鄭
成
功

の
動
向
に
影
響
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
琉
球
が
清
の
冊
封
使
を
迎
え
た
翌
日
、
順
治
十

一
年
七
月
己
丑
二
日
に
は

(
『世
祖
実
録
』
巻
八
十
五
)、
清
に
帰
順
し
て
海
澄
公
靖

海
将
軍

に
封
じ
ら
れ
た
鄭
成
功
に
対
し
て
諭
文
が
出
、
帰
順

の
証
と
し
て
薙
髪

(辮
髪
)

の
実
行
が
命
じ
ら
れ
た
。
清
朝
廷

の
議
論
は
そ
の
後
、

鄭
成
功

に
対
し
て
次
第
に
強
硬
に
な
り
、

つ
い
に
同
年
十

一
月
甲
辰
十
八
日
の
議
政
王
、
貝
勒
、
大
臣

の
会
議
で
は
八
旗
正
規
軍
出
動
に
よ
る
鄭



成
功
討
伐
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
鄭
成
功
側
も
翌
月
十
二
月
乙
亥
十
九
日
、
福
建
潭
州
を
襲

っ
て
府
下
各
県
城
を
陥
し
、
泉
州
を
囲
み
、

勢
力
甚

だ
盛
ん
、
興
化
府
ま
で
及
び
、
福
建
省

一
帯
が
鄭
成
功

の
支
配
下
に
入

っ
た
。
年
が
明
け
て
順
治
十
二
年
六
月
壬
申
十
九
日
、
兵
部
は
断

閲
総
督

屯
泰
の
上
疏
を
議
覆
し
て
、
沿
海
諸
省
分
は
片
帆
も
海
に
入
る
を
厳
禁
す
る
と
し
、
許
可
さ
れ
て
い
る

(『世
祖
実
録
』
巻
九
十
二
)
。
鄭

成
功

に
対
す
る
海
上
封
鎖
で
、
倭
寇

に
対
し
た
明
の
海
禁
策

の
継
承
で
あ
る
。
鄭
成
功

へ
の
清
の
対
策
は
効
果
が
挙
が
ら
な

い
。
む
し
ろ
、
反
清

勢
力
を
拡
大
さ
せ
た
。
鄭
成
功

の
勢
力
は
強
大
と
な

っ
た
。
数
年
後
、
順
治
十
六
年
八
月
己
丑
朔

の
江
南
総
督
郎
廷
佐

の
奏
報
は
、
次

の
よ
う
に

伝
え
る

(『世
祖
実
録
』
巻
百
二
十
七
)
。
鄭
成
功
は
長
江
下
流
の
鎮
江
を
陥
し
、
六
月
二
十
六
日
江
寧
即
南
京
を
逼
犯
、
大
兵
を
以
て
し
て
も
防

御
で
き
ず
、
二
ヵ
月
占
拠
が
続
き
、
今
や

っ
と
撃
退
し
た
と

い
う
。
鄭
成
功
の
東
南
諸
省
で
の
優
勢
は
順
治
年
間
終
わ

る
ま
で
続

い
た
。
こ
の
間
、

琉
球
と
清
と
の
往
来
や
冊
封
関
係
に
何
ら
の
進
展
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
の
は

い
う
ま
で
も
な

い
。

『世
祖
実
録
』
巻
百
三
十
五
、
順
治
十
七
年
五
月
己
未
五
日
の
記
事
に
、

琉

球
国
王
舅
馬
宗
毅
、
初
奉
其
国
王
之
命
、
来
貢
。
帰
至
福
州
、
以
海
氣
未
靖
、
留
閾
七
年
、
至
是
病
卒
。
事
聞

、
命
具
礼
以
強
、
並
賜
祭
。

と
み
え
、
先
に
順
治
十

一
年
四
月
丁
丑
、
琉
球
国
王
の
使
と
し
て
北
京
に
来
た
王
舅
馬
宗
毅
は
福
建
省
福
州
に
留

っ
て

い
た
が
、
七
年
経

て
、
帰

国
を
前

に
当
地
に
病
没
し
た
。
清
皇
帝
は
こ
れ
を
聞
き
及
び
、
葬
祭
の
礼
を
賜
り
慰
労
す
る
と

い
う
。
事
は
人
道
上

の
問
題
で
は
な
い
。
琉
球
と

の
外
交
関
係
上

の
問
題
で
あ
る
。

順
治
十
八
年

(
一
六
六

一
)
正
月
丁
巳
七
日
、
順
治
帝
が
崩
じ
、
八
才

の
康
煕
帝
が
即
位
し
た
。
東
南
沿
海
に
は
鄭
成
功
が
明
朝
復
興
を
意
図

し
て
活
躍
し
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
を
駆
逐
し
て
台
湾

に
勢
力
を
作
る
。
康
煕
帝

の
政
治
的
安
定
は
、
そ
の
後
未
曾
有
の
大
反
乱
と
な

っ
た
呉

三
桂
ら
の
三
藩
の
乱
の
平
定
と
台
湾
の
統

一
の
後
、
一
六

八
〇
年
代
を
待

つ
必
要
が
あ

っ
た
が
、
琉
球
と
の
冊
封
関
係

の
進
展
は
案
外
と
早
か

っ

た
。
そ

の
理
由

・
原
因
は
、
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
ひ
と
え

に
清
朝
の
江
南
政
策
の
成
功
に
あ

っ
た
。
こ
の
点

に
関
連
し
て
、
康
煕
帝
即

位
よ
り
、
清

・
琉
球
冊
封
関
係
の
確
立
に
至
る
時
期

の
対
外
関
係
と
東
南
沿
海
の
治
安
問
題
に
関
す
る
康
煕
帝

の
実

録
史
料
を
挙
げ
よ
う
。

(巻

数
略
)
1順
治
十
八
年
正
月
壬
申
二
十
二
日
o

兵
部
議
覆
、
江
南
総
督
郎
廷
佐
疏
言
、
随
征
右
路
総
兵
官
劉
芳
名
標
下
官
兵

、
奉
有
発
回
本
鎮
之
旨
。

但
寧
夏
健
卒
、
方
到
江
寧
、

一
旦
撤
回
、
慮
省
会
単
虚
、
且
往
返
滋
擾
、
応
准
暫
住
江
寧
、
以
資
防
禦
。
従
之
。

2同
年
同
月
己
卯

二
十
九
日
o

吏
部
議
覆
、
江
南
総
督
郎
廷
佐
保
奏
、
崇
明
県
革
職
知
県
陳
慎
留
任
。
得
旨
、
崇
明
県
知
県
陳
慎
、
当
賊
囲
攻



崇
明
、
堅
心
守
禦
、
全
城
功
大
。
因
施
欠
銭
糧
革
去
之
官
、
著
復
還
。
再
於
此
上
加

一
級
、
以
知
州
用
。
新
選
知

県
襲
榜
、
傍
著
留
崇
明
県

任
。

3同年

同
月
同
日
o

山
西
道
御
史
余
緒
疏
言
、
舟
山
宜
守
、
小
門
宜
防
。
請
於
小
門
、
安
置
畷
位
、
厳
添
防
戊
、
以
保
全
東
南
彊
土
。
下
部
速

議

行
。

4同
年

二
月
己
丑
九
日
o

免
江
南
崇
明
県
順
治
十
六
年
十
七
年
旧
欠
銭
糧
、
以
被
賊
囲
城
時
、
城
内
人
民
協
力
保
守
故
也
。

5同
年

三
月
庚
申
十

一
日
o

広
東
広
西
総
督
李
棲
鳳
疏
報
、
雷
県
西
海
賊
黄
占
三
等
、
率
衆
投
誠
。
下
部
知
之
。

6同
年

同
月
辛
酉
十
二
日
o

以
故
江
南
崇
明
県
知
県
升
授
知
僻
陳
慎
、
有
守
城
功
、
追
贈
布
政
使
右
参
議
蔭

一
子
、

入
監
読
書
。

7同
年
夏
四
月
甲
申
五
日
o

礼
部
題
、
安
南
国
王
黎
維
祓
、
傾
心
向
化
、
有
協
力
討
賊
之
労
。
応
照
例
賞
銀

一
百
両

、
錦
四
端
、
綜
綜
十
二
表

裏

。
令
兵
部
撰
給
勅
書
。
得
旨
、
交
趾
傾
心
向
化
、
復
協
助
剃
賊
、
深
可
嘉
尚
。
爾
部
以
故
明
卑
視
外
国
之
礼
議
覆
、
殊
不
合
礼
、
著
男
議
。

尋
議
応
賜
銀
五
百
両
、
大
蟻
椴
二
疋
、
粧
椴
二
疋
、
錦
二
疋
、
繰
椴
表
裏
各
十
二
。
傍
令
兵
部
撰
給
勅
書
、
付
差
官
齎
帰
。
従
之
。

8同
年
同
月
壬
辰
十
三
日
o

吏
科
給
事
中
厳
流
疏
言
、
海
氣
不
靖
、
非
戦
艦
不
能
撲
滅
。
上
年
臣
郷
修
造
海
船
時
、
地
近
省
会
者
、
尚
不
敢
尽

派
民
間
。
至
僻
遠
小
邑
、
督
撫
見
聞
梢
有
不
及
、
皆
均
灘
畝
、
加
派
催
徴
。
近
日
正
供
糧
餉
、
通
欠
猶
多
而
復
加
灘
額
外
、
勢
必
至
失
業
拗

家
。
若
重
念
民
銀
、
別
図
補
救
、
莫
如
量
行
掲
款
、
暫
応
急
需
、
既
助
訣
額
之
費
、
亦
杜
擾
派
之
端
。
得
旨
、
著
将
加
派
地
方
、
指
示
明
白

回
奏
。

9同
年
同
月
戊
戌
十
九
日
o

吏
科
給
事
中
厳
抗
遵
旨
回
奏
。
伏
見
浙
江

造
船
、
分
派
各
州
県
、
皆
取
弁
於
地
方
里
甲
。
如
遂
安
知
県
銭
周
薫
、

計
派

一
千
七
百
余
両
、
烏
程
県
知
県
程
雲
歩
、
計
派

一
万
二
千
余
両
、
諸
聾
知
県
張
士
琳
、
計
派
七
千
余
両
。
伏
乞
勅
下
該
撫
、
将
各
県
灘

派
情
弊
、
厳
行
査
訊
。
臣
前
疏
未
及
指
参
、
実
属
愚
昧
。
得
旨
、
這
奏
内
私
派
等
項
情
弊
、
著
厳
察
議
奏
、
厳
抗
身
為
言
官
、
既
知
此
等
情

弊
即
応
指
参
、
何
待
奉
旨
回
奏
、
方
行
指
出
、
殊
不
合
理
、
著
厳
筋
行
。

1
0

同
年
同
月
庚
子
二
十

一
日
o

朝
鮮
国
王
李
枷
、
遣
陪
臣
洪
柱
元
等
、
参
上
世
祖
章
皇
帝
香
。

1
1

同
年

同
月
壬
寅
二
十
三
日
o

兵
部
議
覆
、
広
西
巡
撫
干
時
躍
疏
言
、
安
南
都
統
使
莫
敬
耀
、
向
化
投
誠
、
請
給
印
勅
、
応
如
所
請
。
得
旨
、

授

都
統
使
、
給
与
印
勅
、
係
故
明
之
制
。
本
朝
不
宜
沿
習
。
安
南
遠
方

一
国
、
莫
敬
耀
傾
心
向
化
、
自
当
男
授
官
職
、
以
示
鼓
励
。
応
照
何

国
帰
附
例
、
授
何
官
街
、
給
何
印
信
。
爾
部
会
同
礼
部
、
確
議
具
奏
。



1
2

同
年

同
月
癸
卯
二
十
四
日
o

勅
諭
安
南
国
王
黎
維
棋
日
、
朕
惟
修
徳
来
遠
、
盛
代
之
弘
謀
、
納
款
帰
仁
。
人
臣
之

正
誼
、
既
輸
誠
而
向
化
。

用
錫
命
以
宣
恩
、
褒
忠
勧
良
、
典
甚
重
也
。
爾
安
南
国
王
黎
維
棋
、
僻
処
炎
荒
、
保
有
厭
衆
。
乃
能
被
服
声
教
、
特
先
遣
使
来
帰
、
循
覧
表

文

、
枕
拘
具
見
。
古
称
識
時
俊
傑
、
王
庶
幾
有
之
。
朕
心
深
為
嘉
尚
、
用
賜
勅
奨
諭
、
伍
賓
爾
差
官
銀
仁
根
、
銀
幣
衣
服
等
物
、
遣
安
南
館

通
事
序
班

一
員
、
伴
送
至
広
西
境
上
、
井
勅
広
西
巡
撫
、
沿
途
揆
発
兵
馬
、
導
之
出
彊
、
昭
朕
嘉
与
懐
柔
至
意
。
爾

受
菰
寵
命
、
其
益
励

忠
勤
、
永
作
藩
屏
。
恪
修
職
責
、
　
承
無
数
。
欽
哉
。
特
諭
。

1
3

同
年

同
月
同
日
o

江
寧
巡
撫
朱
国
治
、
議
覆
巡
按
蘇
松
六
府
御
史
馬
騰
升
疏
言
、
海
防
官
駐
劃
事
宜
、
請
将
蘇
州
海
防
同
知
、
移
駐
常
熟
県
、

松

江
海
防
同
知
、
移
駐
上
海
県
。
各
令
其
督
修
沿
海
橋
梁
、
馬
路
塾
墾
、
協
催
兵
餉
、
厳
行
保
甲
之
法
、
稽
査
出
洋
船
隻
、
有
警
与
各
営
汎

将
弁
、
相
機
商
酌
。
庶
責
任
専
而
事
無
胎
俣
、
下
部
知
之
。

1
4

同
年

五
月
辛
酉
十
三
日
o

朝
鮮
国
王
李
棚
、
遣
陪
臣
衰
都
朔

・
洪
専
、
表
賀
登
極
。
賞
賓
如
例
。

1
5

同
年

同
月
乙
丑
十
七
日
o

広
東
巡
撫
董
応
魁
疏
報
、
逆
渠
郡
耀
、
窺
鋸
廉
州
之
龍
門
、
歴
有
年
、
所
撫
之
愈
驕
、
頻
冠
雷
陽
。
臣
与
平
南

.

靖
南
二
王

・
督
臣
、
商
調
水
陸
官
兵
、
直
掲
龍
門
、
蕩
其
巣
穴
、
救
彼
難
民
。
郡
耀
削
髪
、
窟
匿
興
西
、
被
獲
、
応
請
正
法
。
下
部
知
之
。

1
6

同
年
同
月
癸
酉
二
十
五
日
夏
至
o

朝
鮮
国
進
貢
使
臣
、
盗
買
硫
黄
。
其
民
越
江
創
参
、
盗
買
銅
馬
。
国
王
李
棚
上
疏
引
答
云
、
臣
守
藩
無
状
。

民
各
為
心
、
致
令
進
京
従
人
。
辺
上
頑
眠
、
節
次
冒
犯
禁
制
。
臣
誠
憧
棟
、
無
以
自
容
。
恭
候
大
朝
処
分
、
乃
蒙
皇
上
特
施
寛
典
。
非
但
不

加
謎
責
、
亦
不
許
遣
官
査
問
。
止
令
該
部
移
沓
、
詳
審
擬
罪
、
字
小
之
恩
、
柔
遠
之
徳
、
視
古
無
前
、
与
天
同
大
。
臣
与

一
国
臣
民
、
不
勝

感
戴
。
謹
将
各
犯
、
責
供
擬
罪
奏
聞
。
得
旨
、
該
部
核
擬
、
其
本
内
有
不
合
処
、
免
其
察
議
。

1
7

同
年
同
月
乙
亥
二
十
七
日
o

兵
部
等
衙
門
議
覆
、
安
南
国
都
統
使
莫
敬
耀
、
帯
領
高
平
等
処
地
方
致
順
、
応
増
本
秋
、
封
為
帰
化
将
軍
、
以

示
鼓
励
、
印
信
勅
書
、
侯
進
貢
到
京
之
日
給
発
。
従
之
。

1
8

同
年

六
月
癸
卯
二
十
六
日
o

福
建
巡
撫
徐
永
槙
疏
報
、
提
督
馬
得
功
、
劇
平
逆
賊
李
月
高

・
許
子
敬
、
其
余
党
下
海
者
、
皆
掩
殺
無
余
。
下

部
察
叙
。

1
9

同
年
七
月
庚
午
二
十
三
日
o

巡
按
江
寧
御
史
何
可
化
疏
報
、
獄
囚
董
文
等
九
名
、
被
海
賊
縦
放
。
賊
遁
、
自
行
投
監
。
命
概
釈
之
。

2
0

同
年
閏
七
月
癸
未
六
日
o

安
南
将
軍
内
大
臣
達
素
疏
報
、
拠
海
澄
公
黄
梧
、
招
撫
鄭
芝
龍
属
下
偽
都
督
万
儀

.
万
録
等
、
檎
偽
中
匡
伯
張
進

・
偽
総
兵
朱
愛
、
折
澱
所
拠
銅
山
城
垣
房
屋
、
率
偽
官

一
百
八
員
、
兵
四
千
四
百
名
、
兵
民
家

口
万
余
、
渡
海

来
帰
。
得
旨
、
万
儀

.
万



録
等
、
識
時
向
化
、
傾
心
投
誠
、
殊
可
嘉
尚
、
着
従
優
議
叙
。
海
澄
公
黄
梧
、
実
心
効
績
、
招
棟
有
方
、
著
井
議
叙
。

2
1

同
年

同
月
辛
卯
十
四
日
o

諭
吏
部

・
兵
部
、
海
寇

入
犯
江
南
時
、
提
督
梁
化
鳳
、
奮
勇
効
力
、
同
満
兵
撃
敗
賊
衆
、
及
賊
奔
窒
往
犯
崇
明
、

梁
化
鳳
星
往
応
援
、
保
全
孤
城
。
功
亦
不
小
。
叙
功
時
、
授
世
職
阿
達
恰
恰
番
、
止
足
償
其
江
寧
捷
功
、
応
再
叙
崇
明
捷
功
、
加
授
世
職
、

以
示
鼓
励
。
至
於
崇
明
守
城
文
武
各
官
、
堅
心
蜴
力
、
拒
賊
全
城
、
深
為
可
嘉
。
亦
応
各
加
世
職
、
以
示
鼓
励
、
倶
著
察
明
従
優
議
叙
。
彼

時
江
南
地
方
数
百
里
内
、
従
賊
者
多
。
惟
安
慶
固
守
城
池
、
不
肯
従
逆
、
亦
属
可
嘉
。
守
城
各
官
、
亦
著
察
叙
具
奏
。

2
2

同
年
同
月
庚
子
二
十
三
日
o

先
是
、
安
南
黎
維
祓
於
順
治
十
七
年
七
月
、
奉
表
帰
順
。
部
臣
以
其
但
称
表
貢
、
未
請
緻
換
勅
印
、
行
令
広
西

督
撫
撤
査
。
至
是
、
黎
維
祓
回
称
、
前
代
旧
制
、
原
不
緻
換
勅
印
、
惟
待
奉
准
貢
例
、
依
限
上
進
、
巡
撫
干
時
躍
具
題
、
井
請
男
頒
勅
印
、

永
為
藩
臣
世
守
。
下
部
議
行
。

2
3

同
年
同
月
丙
午

二
十
九
日
o

喀
爾
喀
土
謝
図
汗
、
遣
使
進
貢
。
賞
賓
如
例
。

2
4

同
年

八
月
戊
申

二
日

諭
吏
部

・
理
藩
院
職
司

・
外
藩
王

・
貝
勒

・
公
主
等
事
務
、
及
礼
儀
刑
名
各
項
、
責
任
重
大
、
非
明
朝
可
比
。
凡
官
制

体
統
、
応
与
六
部
相
同
。
理
藩
院
尚
書
、
照
六
部
尚
書
入
議
政
之
列
。
該
衙
門
向
無
郎
中
、
今
著
照
六
部
、
設
郎
中
官
。
爾
部
議
奏
、
尋
議

覆
、
理
藩
院
見
設
録
勲

・
賓
客

・
柔
遠

・
理
刑
四
司
、
今
応
増
設
各
司
郎
中
共
十

一
員
、
員
外
郎
共
二
十

一
員
。
得
旨
、
依
議
。
理
藩
院
尚

書
街
名
、
著
列
於
工
部
之
後
。

2
5

同
年
同
月
甲
寅
八
日
o

達
頼
嘲
噺
及
干
都
台
吉
請
於
北
勝
州
互
市
、
以
馬
易
茶
。
允
之
。

2
6

同
年
同
月
己
未
十
三
日
o

諭
戸
部
、
前
因
江
南

・
浙
江

・
福
建

・
広
東
、
瀕
海
地
方
、
逼
近
賊
巣
、
海
逆
不
時
侵
犯
、
以
致
生
民
不
獲
寧
宇
。

故
尽
令
遷
移
内
地
、
実
為
保
全
民
生
。
今
若
不
速
給
田
地
居
屋
、
小
民
何
以
資
生
。
着
該
督
撫
詳
察
酌
給
、
務
須
親
身
料
理
、
安
播
得
所
、

使
小
民
尽
沽
実
恵
、
不
得
但
委
属
員
、
早
率
了
事
。
爾
部
即
遵
諭
速
行
。

2
7

同
年
同
月
戊
辰
二
十
二
日
o
浙
江

総
督
趙
国
酢
、
以
病
乞
休
。
慰
留
之
。

2
8

同
年
同
月
庚
午

二
十
四
日
o

蘇
松
提
督
梁
化
鳳
、
以
病
乞
休
。
慰
留
之
。

2
9

同
年
九
月
丙
戌
十
日
o

諭
刑
部
、
近
覧
爾
部
奏
、
徐
勝
等
被
虜
下
海
、
旋
経
投
帰
、
伍
按
律
擬
罪
。
但
念
此
輩
、
先
難
従
賊
乃
能
不
忘
故
土
、

乗
間
来
帰
、
著
免
罪
。
以
後
凡
有
等
投
誠
者
、
倶
著
免
罪
。

3
0

同
年
同
月
乙
未
十
九
日
o

喀
爾
喀
車
臣
済
農
、
遣
使
進
九
白
年
貢
。
宴
賓
如
例
。



3
1

同
年

十
月
己
酉
三
日
o

喀
爾
喀
車
臣
汗

・
土
謝
図
汗
、
各
遣
使
進
九
白
年
貢
。
宴
賓
如
例
。

3
2

同
年

同
月
同
日
o

海
賊
鄭
芝
龍
井
其
子
鄭
世
恩

・
鄭
世
蔭
等
、
照
謀
叛
律
、
族
諌
。
鄭
芝
豹
、
当
鄭
成
功
変
叛
時

、
即
投
誠
来
帰
。
井
其
子

倶

免
死
。

3
3

同
年

同
月
丙
辰
十
日
o

安
南
国
帰
化
将
軍
莫
敬
耀
子
莫
元
清
、
遣
使
進
貢
、
井
奏
偏
方
偏
小
、
嗣
後
請
免
貢
献
。
従
之
。
宴
賓
如
例
。

3
4

同
年

同
月
庚
申
十
四
日
o
以
浙
江

定
海
県
舟
山
地
方
人
民
内
徒
。
免
其
順
治
九
年
至
十
二
年
未
完
額
賦
。

3
5

同
年

十

一
月
己
卯
四
日
o

授
帰
化
将
軍
莫
敬
耀
之
子
莫
元
清
、
為
安
南
国
都
統
使
。

3
6

同
年

十
二
月
戊
申
三
日
o

江
南
総
督
郎
廷
佐
疏
言
、
崇
明
知
県
襲
榜
、
因
未
完
塩
課
降
調
。
百
姓
懇
乞
題
留
。
得
旨
、
崇
明
、
海
外
危
彊
、

地
方
荒
残
。
知
県
襲
榜
、
加
意
料
理
、
撫
繧
残
黎
、
致
百
姓
実
泣
請
留
、
著
留
任
。
用
勧
勤
労
之
吏
。

3
7

同
年

同
月
庚
戌
五
日
o

戸
部
議
覆
、
江
南
総
督
郎
廷
佐
疏
言
、
崇
明
県
、
地
丁
銭
糧
、
難
已
蜀
免
其
塩
課
、
伍

応
完
解
。
得
旨
、
崇
明
、

孤
懸
海
外
、
逆
賊
来
犯
、
皆
頼
兵
民
同
心
協
力
、
固
守
全
城
。
所
欠
塩
課
、
著
与
諮
免
。

3
8

康
煕
元
年
春
正
月
乙
亥
朔
o

朝
鮮
国
王
李
棚
、
遣
陪
臣
柳
慶
昌
等
、
進
世
祖
章
皇
帝
上
尊
譲
表
文
、
日
、
世
徳
作

求
、
既
孚
下
土
之
式
。
尊

親
為
大
、
皐
挙
上
詮
之
儀
、
慶
同
遽
週
、
歓
均
内
外
、
欽
惟
皇
帝
陛
下
聖
自
天
縦
、
孝
冠
人
倫
、
誕
受
多
方
、
命

維
新
於
邦
国
、
肇
称
股
礼
、

事

有
光
於
宗
祐
。
益
術
錫
類
之
休
、
用
輩
普
被
之
渥
。
伏
念
臣
明
守
先
緒
、
偏
荷
皇
霊
、
　
滞
箕
封
。
莫
預
虎
拝
之
列
、
心
懸
魏
閾
、
第
切

贅
体
之
誠
。
又
表
賀
冬
至

・
元
旦

・
万
寿
節
、
及
進
歳
貢
礼
物
。
宴
費
如
例
。

3
9

同
年
九
月
丙
戌
十
六
日
o

喀
爾
喀
車
臣
汗
、
遣
使
進
九
白
年
貢
。
宴
賓
如
例
。

4
0

同
年
同
月
辛
卯

二
十

一
日
o

朝
鮮
国
王
李
棚
、
遣
陪
臣
鄭
太
和
等
、
表
賀
平
偽
永
暦
、
井
貢
方
物
。
宴
賓
如
例
。

4
1

同
年
冬
十
月
甲
辰
四
日
o

礼
部
奏
請
賞
琉
球
国
使
臣
。
得
旨
、
琉
球
使
臣
、
前
来
年
久
、
殊
為
可
欄
。
其
賞
費
著

比
前
加

一
倍
、
以
彼
国
貴

重
之
物
給
与
。

右
の
内
、
1

・
2
・
3

・
4
・
5

・
6
・
8
・
9

・
13

・
1
5・
1
8・
1
9・
2
1・
2
6・
2
7・
2
8・
2
9・
3
2・
3
4・
3
6・
3
7は
東
南
沿
海
等
の
治
安

対
策
的
海
防
問
題
で
あ
る
が
、
特
に
1

・
2
・
3
・
4

・
6
・
8

・
9
・
13

・
18

・
19

・
2
1・
2
6・
2
7・
2
8・
2
9・
3
2・
3
4・
3
6・
3
7は
い
ず
れ

も
鄭
芝
龍

・
鄭
成
功
父
子
に
関
係
し
た
も

の
で
あ
る
。
史
料
番
号
⑱
ま
で
江
蘇

・
断
江

の
最
高
地
方
官
た
る
総
督
が
辞
職
を
申
し
出
る
ほ
ど
事
態

は
深
刻

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
期
即
ち
順
治
十
八
年
八
月
末
を
境
と
し
て
清
側
が
有
利
に
な
る
。
同
年
九
月
に
入
る
と
鄭
成
功
側
か
ら
清

へ
投
降



し
た
り
、
逮
捕
虜
に
な

っ
た
り
し
た
報
告
が
で
る

(
2
9以
下
)
。
特
に
3
2の
鄭
芝
龍
と
そ
の
子
供
た
ち
の
族
誅

や
清

へ
の
投
降
は
決
定
的
で
あ
る
。

鄭
成
功

は
大
陸
本
土
沿
海
部
か
ら
台
湾

へ
転
進
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
清

・
琉
球
関
係
進
展

の
転
機
が
き
た
。

さ
て
、
以
上
の
史
料
番
号
以
外
は
外
国
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
7

・
1
1・
1
2・
1
7・
2
0・
2
2・
3
3・
3
5は
安
南

ベ
ト

ナ
ム
、
1
0
・
1
4・
1
6・
3
8

・
4
0が
李
氏
朝
鮮
、
2
3
・
3
0・
3
1・
9
は
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
り
、
2
5は
チ
ベ
ッ
ト
、
4
1が
琉
球
で
あ
る
。
2
4は
清
朝
が
外
藩
国
全
体
を
管
理
す
る
機

関
で
あ

る
理
藩
院
の
官
僚
機
構
に
つ
い
て
で
あ
る
。
理
藩
院
も
ま
た
康
煕
帝
即
位
と
共
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
に
挙
げ

た
朝
鮮

・
モ
ン
ゴ
ル

・
安
南

・
琉
球
等

の
清
朝
と

の
関
係
の
確
立
過
程
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
諸

国
に
は
差
異
が
あ
り
、
朝
鮮
と
モ
ン
ゴ
ル
は
清

の
完
全
な
朝
貢
国

・
冊
封
国
で
あ
り
、
安
南

・
琉
球
は
こ
の
時
点

で
は

か
な
り
距
離
を
お
い
て
い

た
。史
料
4
1の
琉
球
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
。
康
煕
元
年

(
一
六
六
二
)
十
月
四
日
、
礼
部
が
奏
し
て
き
た
琉
球

の
使
臣

に
対
す
る
賞
与
に
つ
い
て
、

康
煕
帝

は
従
前
の

一
倍

の

「彼
国
に
は
貴
重
之
物
」
を
給
与
せ
よ
と
指
示
す
る
。
康
煕
帝
は
琉
球
に
清

へ
の
朝
貢
を
促

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

琉
球
側

が
如
何
に
応
え
た
か
、
『清
実
録
』
に
康
煕
元
年
、
二
年

に
琉
球
の
遣
使
朝
貢
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
の
で
何
と
も
判
断
で
き
な
い
。

三
、
清

・
琉
球
冊
封
関
係
の
形
成
…

「琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
に

つ
い
て

近
世
琉
球
王
国
の
対
外
関
係
の
根
本
史
料
に
旧
琉
球
藩
評
定
所
書
類
と
呼
ば
れ
る

「琉
球
王
国
評
定
所
文
書
」
が
あ

る
。
近
年
沖
縄
県
浦
添
市

　
お

　

関
係
者

の
尽
力
に
よ
り
活
字
洋
装
本
に
編
纂
さ
れ
て
利
用
が
便
利
に
な

っ
た
。
現
存
す
る
最
古

の
同
文
書
で
あ
る

「唐
江
慶
賀
之

一
巻
」
に
は
、

そ
の
冒

頭
部
に
、

康
煕
二
年

寛
文
三
年
癸
卯

登
状

一
、
康
煕
皇
帝
御
即
位
御
祝
儀
之
為
使
者
、
王
舅
恵
祖
、
大
夫
大
嶺
、
来
春
可
差
遣
覚
悟
御
座
候
。

此
外
之
人
数
は
別
紙

二
有
之
候
。

満
恒
良
正



朝
盈

新
納
又
左
衛
門
尉
様
参
人

御
中

康
煕

二
年
、
日
本

の
寛
文
三
年

(
一
六
六
四
)
、
琉
球
か
ら
清

へ
康
煕
皇
帝
御
即
位
御
祝
儀

の
使
者
は
、
王
舅
恵
祖
、
大
夫
大
嶺
、
来
春
康
煕

三
年
に
派
遣
と
決
ま

っ
た
。
清
側
史
料

『聖
祖
仁
皇
帝
実
録
』
巻
十
二
、
康
煕
三
年
秋
七
月
己
亥
十
日
に
は
、

琉
球
国
中
山
王
尚
質
、
遣
使
臣
呉
国
用
、
順
治
十

一
年
勅
封
恩
、
附
貢
方
物
、
賞
賓
如
例
。

と
あ
り
、
先
に
順
治
十

一
年
七
月
、
兵
科
副
理
事
官
張
学
礼
、
行
人
司
行
人
王
核
が
正

・
副
の
冊
封
使
と
な

っ
て
琉
球

に
派
遣
さ
れ
、
琉
球
国
王

尚
質
を
中
山
王
に
封
じ
た
こ
と
の
答
礼
、
謝
恩
と
し
て
呉
国
用
が
清

へ
遣
使
朝
貢
し
て
来
た
と

い
う
。
清
側
の
呼
称
王
舅
呉
国
用
は
、
琉
球
側
で

は
北
谷
親
方
重
之

・
朝
暢
と
称
さ
れ
た
。
な
お
、
先
の
琉
球
側
史
料

「唐
江
慶
賀
之

一
巻
」
に
見
え
る
王
舅
恵
祖
と
は
恵
祖
親
方
重
孝
、
清
側
姓

名

で
英
常
春
、
大
夫
大
嶺
は
大
嶺
親
雲
上
、
清
側
呼
称
正
議
大
夫
林
有
才

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
清

・
琉
球

の
両
者
に
微

妙
な
違

い
を
見
せ
る
の
は
、

清
側
で
は
冊
封
謝
恩
使
の
呉
国
用

・
北
谷
親
方
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
琉
球
側
史
料

で
は
康
煕
帝
即
位
慶
賀
使
英
常
春

・
恵
祖
親
方
を
よ

り
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
差
異
が
何
に
依
る
か
と
い
え
ば
、
康
煕
二
、
三
年
時
期
の
清

・
琉
球
冊
封
関
係

の
微
妙
さ
、
不
安
定
さ
を

物
語
る

に
他
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
の
諸
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
に
は

『歴
代
宝
案
』
以
下
の
琉
球

・
沖
縄
史
料

の
全
面
的
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

小

結

宋
以
後
、
特
に
明
清
期
の
東

ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
は
、
や
は
り
中
国
を
中
心
と
し
た
冊
封
関
係
の
形
を
取

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
漢
唐
間
の
そ

れ
が
中
国
皇
帝
と
諸
国
君
長
と
の
君
臣
関
係
を
基
軸
に
動

い
て
い
た
の
に
対
し
、
明
清
期

の
そ
れ
は
通
商

・
貿
易
関
係

の
側
面
が
色
濃
か

っ
た
点

は
否
め
な

い
。
さ
ら
に
同
じ
東

ア
ジ
ア
の
国
で
も
朝
鮮
、

モ
ン
ゴ
ル
、
安
南

の
ご
と
き
中
国
と
陸
続
き

の
国
と
日
本

・
琉
球
さ
ら
に
呂
宋
な
ど
の

海
上
国
と
で
は
大
分
と
様
子
が
違

っ
て
い
た
。
日
本
と
琉
球
で
も
違

い
が
あ
る
。
日
本
は
清

の
冊
封
体
制
に
参
加
せ
ず

、
琉
球
は
関
係
を
結
ん
だ
。

中
で
も
、
清
朝
成
立
以
来
二
十
数
年
極
め
て
複
雑
な
関
係
を
取

っ
た
琉
球
王
国
の
動
向
は
ま
だ
究
明
す

べ
き
点
が
多
々
残

っ
て
い
る
。



註
(1
)

田
中
健
夫

『中
世
対
外
交
渉
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九

七
五
年
、
ほ
か
参
照
。

(2
)

日
明
関
係
史

の
最
近

の
成
果

に
佐
久
間
重
男

『日
明
関
係
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九
九

二
年
が
あ
る
。

(3
)

以
上
の

「は
じ
め
に
」

に

つ
い
て
は
、
川
勝
守

「
『華
夷
変
態
』
下
の
東

ア
ジ

ア
と
日
本
」
中
央
公
論
社

・
丸
山
雍
成
編

『
日
本

の
近
世
』

6
、
情
報
と
交
通
、

一

九
九

二
年
参
照
。

(
4
)

園
田

一
亀

『
韃
靼
漂
流
記
の
研
究
』
奉
天
図
書
館

、

一
九
三
二
年
参

照
。

(
5
)

川
勝
守

「
韃
靼
国
順
治
大
王
か
ら
大
清
康
煕
大
帝

へ
」
藤
野
保
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

『近
世

日
本

の
政
治
と
外
交
』
雄
山
閣
、

一
九
九
三
年
参
照
。

(
6
)

田
代
和
生

『近
世

日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
創
文
社
参
照
。

(
7
)

園
田

一
亀
前
掲
書
、
四

一
頁
下
段
、
四
二
頁
上
段

。

(
8
)

『
韃
靼
漂
流
記
』

に
は

一
行
十
五
名

と
あ
り
、
実
録

の
記
事
十
三
名
と
は
二
名

の
違

い
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
園
田
氏
に
考
証
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
、

漂
流
者
が
初
め
五
十
八
名

で
、
漂
着
時

に
満
州
人

・
清
国
人
に
四
十
数
名

が
殺

さ
れ
た
こ
と
に
実
録
は
触

れ
て
い
な

い
。

(
9
)

川
勝
守

・
前
掲

「
韃
靼
国
順
治
大
王
か
ら
大
清
康
煕
大
帝

へ
」
参
照
。

(
10
)

石
原
道
博

『明
末
清
初
日
本
乞
師

の
研
究
』
冨
山
房
、

一
九

四
五
年

参
照
。

(
11
)

明
清
時
代

の
冊
封
関
係
や
朝
貢
関
係
と
明
清
両
帝
国

の
服
飾
制
度
が
如
何

に
関
連
す

る
か
は
今
後

の
課
題
で
あ

る
。

(
12
)

栗
原
朋
信

『秦
漢
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
参
照
。
又
、
最
近

の
西
嶋
定
生
教
授

の
倭
国
に
関
す
る

一
連

の
研
究

(
『邪
馬
台
国
と
倭
国
-
古
代

ア
ジ
ア
と
日
本
』

吉

川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
)
参
照
。

(
13
)

川
勝
守

『中
国
封
建
国
家

の
支
配
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会

、

一
九
八
〇
年
参
照
。

(
14
)

前
註

(
13
)
に
同
じ
。

(
15
)

一
九
八
八
年

三
月
以
来

、
沖
縄
県
浦
添
市
教
育
委
員
会

・
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会

に
よ
る
出
版
。

(16
)

以
下
、
清
側

・
琉
球
側
両
史
料
間

の
人
物
比
定
は

『琉
球
王

国
評
定
所
文
書
』
第

一
巻

・
池
宮

正
治
氏
に
よ
る
。

(17
)

加
え

て
、
北
谷
恵
祖
事
件
と
よ
ぶ
複
雑
な
事
件

が
起

こ

っ
た
。
東
恩
納
寛
惇

「
北
谷
親
方

一
件
」

『東
恩
納
寛
惇
全
集
』
第
四
巻

、
参
照
。


